
持続可能な森林管理及びREDD+支援プロジェク( F-REDD ) 
本プロジェクトの目的はREDD+に係る戦略策定、実施体制構築、実施のコーディネーションの支援と森林資源情報の整備

などに係る能力の強化をはかり、それによってラオスの持続的な森林管理の促進に寄与することです。天然資源環境省森林

資源管理局(MONRE-DFRM)と農林省森林局(MAF-DOF)を相手国機関としています。 

第1回 JCC 開催 

11月27日に開催されたラオス政府と開発パートナーがラオス

の国家開発について協議する第12回ハイレベルRTM (Round 

Table Meeting)のエキシビジョンにおいて当プロジェクトの紹

介ポスターを展示しました。過去のJICAプロジェクトで作成し

た森林区分図を提示し、それらが森林状態の正確な把握や

REDD+への活用などを通じて持続的な森林経営に寄与するこ

とをアピールしました。当日は政府首脳をはじめ多くの参加者

がエキシビジョンに訪れ、JICAの支援について理解してもらう

よい機会となりました。 
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F-REDDの第1回JCC(Joint Coordination Committee)がMONRE-DFRM

のVongdeuane Vongsiharath局長を議長、JICAラオス事務所の牧本小枝

次長を副議長として、2015年11月12日にヴィエンチャンプラザホテル

にて開催されました。 

MONRE-DFRM、MAF-DOF、ルアンプラバン県のカウンターパート

と日本大使館、JICAラオス事務所、そしてプロジェクト専門家の総勢

40名が一堂に会する中、プロジェクトの概要が説明され、今後の進め

方に関する質疑や議論が交わされました。 

開会の挨拶ではVongsiharath議長から、森林戦略2020改定やその他重

要政策への支援、気候変動枠組条約(UNFCCC)に向けたFREL/FRLや

MRV提出といった国際的な要求への対応、FCPF炭素基金獲得に向け

た協力、ルアンプラバン県におけるREDD+準備支援など、当プロジェ

クトへ大きな期待が寄せられました。 

また、成果4に関してはPAREDDプロジェクトの成果である住民参加

型の森林減少抑制手法（PAREDDアプローチ）の普及基盤強化支援に

対する県側からの好意的なコメントが得られ、ルアンプラバン県にお

けるREDD+準備に関する活動について議論がなされました。 

質疑応答を含めた活発な議論の末、業務計画や年間計画と合わせて

プロジェクトの正式開始が承認されました。 

Vongsiharath局長（右）と牧本次長（左） 

RTMポスター展示 

質疑応答の様子 

RTMのエキシビジョンで展示したポスター 
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11月17日に成果4に係る活動のキックオフミーティングがルアンプラバン県の農林事務

所において開催されました。主にプロジェクトの概要と成果4に係る活動についてカウン

ターパートと協議をしました。成果4の活動はルアンプラバン県を対象に県レベルでの 

 ピックアップ記事 

 
次期四半期のイベント 

1st Feb 
FCPF Carbon 

Fundミーティング＠ルア

ンプラバン 

 
12th Feb 
森林サブセクターワーキン

ググループ 

 

 

天然資源環境省 
Ministry of Natural Resources and 
Environment (MONRE) 

農林省 
Ministry of Agriculture and 
Forestry (MAF) 

ルアンプラバン県キックオフミーティング 

ス語版マニュアルを関係機関に配布 

◆森林区分図2015に用いる衛星画像の前処理 

 

成果3：国レベルのREDD+支援 

◆FCPF基金の今後のプロセスに関する会合 

 

成果4：ルアンプラパン県のREDD＋準備支援 

◆ルアンプラバン県キックオフミーティング 

成果毎の主な活動 

コンタクト プロジェクトイベントスケジュール 

共通の活動 

◆第1回JCC開催 

◆第1回JCC及びその後のコメント期間を経てワークブランの

最終版を作成 

 

成果1：中央政府の森林セクター支援 

◆3種森林区分（生産林、保護林、保全林）の境界見直し手法

等についてのコメントをMONRE-DFRMに提出 

 

成果2：REDD+実施による排出削減・吸収増加量の測定支援 

◆全国森林調査である全国森林インベントリ（NFI）のラオ

REDD+実施準備を支援することですが、

その成果を国レベルのREDD+戦略へフィ

ードバックするというねらいもあります。 

また、成果4にかかる活動の一部はアジ

ア・大洋州の森林保全を目的に活動してい

るRECOFTCとJICAのパートナーシップ事

業に沿って連携していくことになります。

当日はRECOFTCのバンコク事務所とラオ

ス事務所からも専門家がミーティングに参

加しました。 

JICAが以前より支援を続けてお

り、FCPF炭素基金の対象6県の一

つでもあります。成果4の支援は

FCPF炭素基金の支払い獲得にもつ

ながることが期待されます。 

ルアンプラバン県 

名村専門家による成果4の説明の様子 

 

REL/MRV技術作業部会準

備会合 

 
 

プロジェクトワークショッ

プ 

 
 

次期NFI開始 

 
 

ルアンプラバン県森林減

少・劣化ドライバー調査 


